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GX-ETSが始まる ー 特有の特徴を持ちながら

l 温室効果ガス削減にどのよう
な効果があるのか？

l カーボンプライシングはどの
ように機能するのか？

l 日本にどのような変化をもた

らすのか？
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l 参加義務
l 日本のGHG排出量の約６割をカバー

l 300 – 400社が対象（CO₂排出量（直接）10万トン以上）

l 対象全体の削減目標なし。削減目標への貢献度は？
l 排出枠の割当ては無償

l 原則、業界ごとの上位効率のベンチマーク（BM）基準
l 業界ごとに各種補正と勘案事項を考慮

l 上下限価格 1700円（下限） – 4300円（上限）/t-CO₂

l 実排出量の10%まで外部クレジット利用可

l 無償割当・補正と配慮・低い価格 →削減インセンティブは弱い可能性

GX-ETS 第２フェーズ
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l 発電事業者の排出枠は有償（2033年度）。電力部門のCO₂排出にコスト
l 他の業種は引き続き、無償

l 有償割当の収入はGX経済移行債の償還に充当
l 化石燃料賦課金と特定事業者負担金の毎年の徴収額は、石油石炭税と再エネ賦課金の

減収分の範囲内とする上限制約

l 初期にはGX移行債の償還期限に返済資金が不足する可能性

l 炭素価格は2035年度頃まで低くとどまる
l 賦課金・負担金徴収と炭素価格は2050年に近づいて高くなる

GX-ETS第3フェーズの特徴
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検証1）CO2削減効果：電力部門のベンチマーク
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検証2) 炭素価格：第２フェーズの上下限価格は低く設定

上下限価格
1700円〜4300円/t-CO2
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検証３）炭素価格：フェーズ３の賦課金と負担金の総額
ー 当面低く、徐々に高く
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検証４）炭素価格：フェーズ３の賦課金と負担金の単価
ー 当面低く、徐々に高く。だが国際水準と比べると低め

炭
素
価
格
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検証５）炭素価格：ガソリン税と今後の賦課金
ー暫定税率廃止分の水準に戻るのは2050年近く



Copyright (C) 2025 Climate Integrate. All rights reserved 14

日本の中核的制度として、GX-ETSの今後

l 企業の積極的な対策の奨励
l 高い透明性

l カーボンバジェットの視点で、国の削減目標と整合
l 早期削減を促すインセンティブ
l 十分な価格シグナルとなる炭素価格

l 炭素国境調整メカニズム（CBAM）を念頭
l 2040年の電力脱炭素化を目指した制度設計

l 第2フェーズの終了年・見直し年の設定
l 「GX投資は今、負担は将来」という仕組みの検証
l 脱炭素化に寄与し、全てのステークホルダーにメリット


